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東北資材工業株式会社

౰ࣾは、ত和 �� ೥の૑業Ҏདྷ、発๐スチロール製品のパ
イオニアとして実੷をੵみॏねてきた。断೤性、耐水性、ॏ量、
Ռ物ͳͲ生઱৯、ڕ性に༏れた発๐スチロールは、೑やࡁܦ
品、Ո電製品や精密機ցͳͲのࠝแ材にଟ用されている。ۙ
೥では住宅ݐ築の断೤材、土໦におけるೈऑ地൫の改良ͳͲ、
そのՄ能性はさΒに拡͕りをみせている。࣌代のニーズにॊೈ
に応えることを強みとしている౰ࣾは、発๐スチロールのさΒͳ
るՄ能性を໛ࡧし、商品開発に力を注いできた。

そのͻと͕ͭ水耕栽培装置「ファームボックス」で͋る。ウ
レタンスポンジにछを২え、栽培૧にセット。ཆӷをポンプで
॥؀させ২物にڅڙ、༿΋の໺ࡊやハーブͳͲをҭてる仕組み
で͋る。断೤性に༏れた発๐スチロールを栽培૧とཆӷ૧に
使用しているため、水Թのม化͕গͳ 、͘水Թ؅理に手͕͔ؒ
͔Βͳい఺΋特௃で͋る。さΒに、ଠཅ光͕ಧ͔ͳいڥ؀Լで
΋、২物ҭ成用の LED 照明を使用することにより光合成をଅ
進させ、̓ 定したऩ量を確保できる。この水耕栽培装置「ファー
ムボックス」は商ඪొ࿥され、طに商品化されており、౰ࣾの
ホームページや代理ళを通してߪ入Մ能で͋る。
「ファームボックス」で栽培する面ੵを૿加させる改良を進め

ていた平成 23 ೥݄̏ 、東೔ຊ大਒͕ࡂ発生。この地਒による
௡波は、ړ業関܎者、水産加工業者に大きͳଛ֐を༩え、౰
͕ࣾओ力としている発๐スチロール製のڕശの受注量は大き͘
མͪ込Μͩ。このため、طଘのファームボックスに改良を加えた、

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

ଘの水耕栽培に特化した「ファームボックス」は、ཆӷをط
電動式のポンプで॥؀させることや২物ҭ成用の LED 照明で
発ҭをଅす構造とͳͬており、഑؅や電力をඞཁとする仕༷で
͋ͬた。東೔ຊ大਒ࡂにより電力不଍͕ࣾձ໰୊とͳͬていた
こと΋ޙԡしとͳり、電力を使用しͳい構造の新たͳファーム
ボックスの開発を進めた。

開発マネージϟーで͋る、沢口఩໵工場௕͕ண目したのは、
২物の「ໟ؅ࡉ現象」で͋ͬた。ໟ؅ࡉ現象とは、২物͕ࠜ
͔Β水やӫཆૉを২物શ体に運Ϳ、自વの力としてଘ在する現
象で り͋、ણҡとણҡのܺؒのよ͏ ͳࡉい空ؒを、ॏ力等にࠨ
ӈされることͳ͘ ӷ体͕ਁಁしてい͘ メカニズムを持ͬている。

水耕栽培では電力により、॥؀ポンプを作動させ、഑؅を通
して২物にཆӷをૹる͕、水を土にมえることにより、ແ電ݯ、
ແ動力でໟ؅ࡉ現象を実現できるとߟえた。ここで試ݧ的に吸
水性に༏れたセーム製のڅ水シートをҭබポットにෑき、培ཆ
土を入れ、छをࣘいて࡯؍した。一ݟ、原࢝的ͳ構造で͋る
͕、ཆӷの効率的ͳ͕څڙ実現すること͕൑明した。試ࡨߦ
の末に水耕栽培と土耕栽培のそれͧれ͕持ͬている良い特ޡ
௃を組み合Θせたハイブリッド水耕装置「プラントファクトリー」
と「ファームボックスキューブ」͕஀生した。

౰ࣾでは、ຊ事業によりハイブリッド水耕栽培装置の開発と

੒Ռ
土耕・水耕それぞれのメリットを併せた結果、長期
間水やりが不要になり、温度管理も発泡スチロール
の断熱性により手間がかからない構造となった。養
液循環ポンプ、配管等も必要ないため、無電源・無
動力で栽培が可能となった。過酷な環境下でも栽培
が可能であることから海外への販売が見込まれる。

Ңܦ
既存の水耕栽培装置に改
良を加え、新しい構造の
栽培装置の開発に着手。
利便性、環境面を考慮し、
これまでにない水耕栽培
装置の商品化を目指す。

಺༰ࢪ࣮
二段式の発泡スチロール製プラントを
製作。上段に給水シートを敷いた育苗
ポットをセットし、下段には水耕養液を
入れる。植物の毛細管現象によって養
液が育苗ポット内の培養土へ供給され、
植物の発育を促す新たな構造とした。
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౔ߞͱਫߞΛ݉Ͷඋ͑ͨ
ϋΠϒϦουਫ࠿ߞഓ૷ஔの
開発ͱऔりग़͠૷ஔ開発ʹ
ΑΔੜ࢈ϥΠϯのෆྑ཰௿ݮ

3. 取り組みの成果 4. 今後の取り組み

「プラントファクトリー」は౰ॳ、༿΋の໺ࡊの栽培にओ؟を
置いて開発を進めた͕、水耕栽培と土耕栽培のֻけ合Θせに
より、༷ʑͳ২物の栽培に対応できること͕Θ͔ͬた。このた
め、೶業ै事者のみͳΒͣ、ՈఉࡊԂやガーデニング等をझ
ຯとする、一ൠのফඅ者向けに小型の水耕栽培装置の開発に
ண手した。栽培૧とཆӷ૧は立方体（キューブ）のデβインと
し、培ཆ土や水Ґ計は౰ॳより付け加えるͳͲ利ศ性をॏࢹし
た。こ͏ して小型ハイブリッド水耕栽培装置は「ファームボック
スキューブ」として׬成、商ඪొ࿥をࡁ·せた。この装置はイ
ンターネットを通͡ൢച༧定で͋る。·た、この装置の構造は
。中で͋るئを出ڐ特ࡍࠃ、で、現在ࡁئは出ڐ内特ࠃ

౰ॳの開発は、ैདྷ型の「ファームボックス」の栽培面ੵを

ཆӷ॥؀ポンプ、഑؅、電ݯを一੾ඞཁとしͳいハイブリッ
ド水耕栽培装置「プラントファクトリー」は、೔ຊࠃ内をは͡め、
ւ֎の࠭യ地ଳやྫྷפͳ地域に有効ͳ装置とߟえている。

この装置のൢച代理ళではޙࠓ、ւ֎へのൢചをݟ込Μで
おり現在、中東でൢച強化をਤͬている。

小型ハイブリッド水耕栽培装置「ファームボックスキューブ」
は、一ൠՈఉ、ホテル、ֶߍ、ެ共ࢪ設、ձࣾのフロント、
レストランͳͲへのൢചをݟ込Μでいる。

աࠅͳڥ؀Լで২物をҭてること͕Մ能で͋る「プラントファ
クトリー」、及び「ファームボックスキューブ」は、২物͕持ͭ
力を最大ݶにҾき出す画期的ͳ商品として、೶業に新たͳ光を
΋たΒすこととͳる。

その他（農業資材）

発泡スチロール製品（魚箱、りんご箱、ブロックな
ど）、断熱用建築資材の製造・販売

新たͳファームボックスの開発を目ࢦすこととした。 と΋に、発๐スチロール製品の取り出し装置の開発΋ͬߦた。
金型により成型された発๐スチロールは、金型͔Βԡし出さ

れ、਺メートルԼのিܸ吸ऩ用のマット上にམԼする構造とͳͬ
ている。طଘの発๐スチロール製品にはམԼによるӨڹはݟΒ
れͳ͔ͬた͕、水耕栽培装置として開発した発๐スチロールは、
発๐ഒ率͕低 にマット上で製品にই͕発ࡍいため、མԼのߗ͘
生すること͕ଟ͋͘ り、าཹ·り͕ѱ͔ͬた。これをղܾするた
め、౰ࣾでは金型͔Β発๐スチロール͕཭型されると同࣌にバ
キュームパッドで吸ணする方法により、コンベア·でൖૹする
装置を開発した。

૿加させる目的で改良を進め実ݧをͬߦた。छを২え付ける栽
培パネルの݀の਺を૿加させることͳ͘ 、栽培装置をଳ状の࿈
ଓする溝型にすることにより、২物の大きさや生ҭ状گに応͡
て、栽培面ੵを自在に調整できること͕Θ͔ͬた。この実݁ݧ
Ռは、「プラントファクトリー」の形状に取り入れΒれている。

·た、発๐スチロールの持ͭ༏れた断೤性、耐水性は、Թ
度؅理の作業΋軽減すること͕できた。加えて、開発した発๐
スチロール成形品の取り出し装置は、水耕栽培装置の཭型࣌
のইの発生はͳ͘ 、不良品͕ແ ͳͬ͘たことは大きͳ成Ռで͋ͬ
た。

ハイブリッド水耕栽培装置「プラントファクトリー」と
「ファームボックスキューブ」。

吸水シートを通して溶液を供給。植物の「毛細管現象」
を利用し、植物の生育を促す。

発泡スチロールをバキュームで吸引し、傷が
つかないように搬送する取り出し装置。

循環ポンプや配管、電力を必要とする水耕栽培専用
の「ファームボックス」。

「ファームボックス」から開発
に携わる沢口哲也工場長。海外
も視野に入れ営業を強化。

今後も改良を重ね、高い品質
を維持していきたいと語る製
造部品質管理課佐藤雅文課長。
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